
≪清水は、地域みんなのものです。保存・保全に地域みなさんのご協力を≫
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（畑屋地区  板堰）【板堰地区】
　上畑屋農村公園がある板堰地区は清水の多い地域で
す。現在、「板堰」と言えば地区を流れる農業用水路を
指すことが多いですが、元々は付近を流れていた素掘り
の水路と地域に点在する清水の両方を指して「板堰」と
呼ばれていました。これは「板堰」という小字名が清水
が多い地域から西（水路の下流域）へ細長く広がってい
ることからも分かります。小字名の由来にもなっている
ことから、昔からこの地区を象徴していたことは間違い
ありません。
　この地域の清水は、洗濯や野菜などを洗う場として使
われていました。農業用水としてはもちろんのこと、農
業機械が普及する前は牛や馬を洗い、夏には水路を堰き
止めて子どもたちの水遊びの場としても親しまれていま
した。一帯にはイバラトミヨやスナヤツメ、フナ、サン
ショウウオなどが生息し、冬には子どもたちが清水に雪
を入れ、逃げ場を失った魚を手づかみにするといった遊
びもあったようです。
　ほ場整備事業が畑屋地区で行われ、多くの清水が田ん
ぼに変わっていく中で、板堰地区の清水は地域のシンボ
ルとして残されています。子どもの頃から親しんだ清水
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への愛着が、周辺を公園として整備し、清水を守る原動
力になりました。これまでは気にとめることもなかった
イバラトミヨが絶滅の危機にあることが世間に知られ、
自然環境を保護しようという意識を高めるきっかけにも
なりました。
　今現在、清水と公園は地域住民の憩いの場として活用
されています。また、夏休みには子どもたちが水棲生物
の観察に訪れ、体験学習の場にもなっています。近年、
湧水量が減少傾向にあることが心配されていますが、地
域の人々にいつまでも愛され、地域の財産として守られ
ていくことでしょう。

　社団法人国土緑化推進機構が実施した
平成23年用国土緑化運動標語募集で、仙南
西小学校４年生の佐藤碧さんの標語「植
樹から　めばえる命　育む未来」が特選
に選ばれました。佐藤さんの標語はポス
ターにされ、全国に掲示されます。12月24
日には同校で伝達式が行われ、秋田県緑
化推進委員会の桃崎富雄理事長から賞状が授与されました。

　佐藤さんは昨年７月に六郷東根の七滝山で
行われた「水の森」植樹事業に参加。そのと
きに知った水源涵養林の話が印象に残り、今
回の標語に繋がりました。七滝山について
「木がたくさんあってビックリした」と言う
佐藤さん。佐藤さんの標語を通じて、美郷町
の水環境保全プロジェクトが全国の緑化運動
に一役買うことになりました。
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県知事が指定する水域ではないが、水質判定にあたっては河川類型Ａの基準を準用河川類型 なし

5㎎/ℓ以上25㎎/ℓ以下3㎎/ℓ以下6.5以上8.5以下河川類型　Ｂ 5000MPN/100mℓ以下
7.5㎎/ℓ以上25㎎/ℓ以下2㎎/ℓ以下6.5以上8.5以下河川類型　Ａ 1000MPN/100mℓ以下
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■水質分析結果（測定値は平均値です）

■環境基準の区分

【 環境キーワード 】

○：適合　　×：不適合　　―：指標となる基準なし

　水の酸性、アルカリ性の度合いを示す指標。有害
物質の混入などの異常が発生した場合、この数値が
急激に変化することから、水質を監視する指標とし
て用いられる。

水素イオン濃度（ｐＨ）

　水中にある有機物を、バクテリアなどの微生物が
分解する時に消費する酸素量。一般的に、数値が大
きくなれば水中に有機物が多く、水が汚濁している
ことを示している。

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）

　水中にある、顕微鏡で見える程度の大きさの粒子
の量を示す。通常、この数値が高いほど水が濁って
いることを意味する。

浮遊物質量（ＳＳ）

　大きな河川は“類型”が定められており、“類
型”に応じて生活環境保全に関する環境基準が決め
られている。

指定類型

　水中に溶解している酸素量。魚介類などの生物が
生存するためには、一定量の溶存酸素が必要とされ
ている。一般的に、この数値が低いと臭気が発生する。

溶存酸素量（ＤＯ）

　大腸菌および大腸菌と性質が似ている細菌の数を
示す、し尿汚染の指標として用いられる。
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